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実験器具に関する特記事項等まとめ 
（用途・滅菌保管場所・発注のルールなど）

◆ビーカー，三角フラスコ

◆メスシリンダー，メスフラスコ

◆メディウム瓶

◆チューブ

◆プレート
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DNA/RNAの抽出第 章3
1.  サンプルの保存方法 
（DNA・RNA・タンパク質）

　動物や植物から取り出した組織，大腸菌，培養細胞等，
実験の過程でさまざまなサンプルが作製される．多くの物
質は，低温であればあるほど分解や酸化を防ぐことができ
るが  ＊1，冷やせば冷やすほど保管コストもかかるので，サ
ンプルの保存温度には落とし所が必要である．

 ■1-1 ラベリング
　保存の際には実験内容との関連がすぐわかるように，サ
ンプルには，年月日・サンプル名・作製者を記載するとと
もに（ 図1 ），実験ノートに保存場所とサンプル情報を記
載しておく必要がある．

＊1	 凍結融解により劣化するものもあるのでそれも注意する

 図1  ラベリングの1例

ラベリングのルール�
（研究室の特記事項を記載）
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●温度条件
□Step1　 95℃　3分

 ＃テンプレートの高次構
造の解消・DNAポリメ
ラーゼの活性化
↓

□Step2　95℃　10秒
＃DNAを1本鎖にする
↓

□Step3　 60℃　10～30秒  ＊7

＃プライマーのアニーリング
↓

□Step4　72℃　1 kb /分　＃伸長反応
↓

□Step5　Step2にもどり，30～35回くり返す ＊8

↓
□Step6　72℃　5分　＃最後の伸長反応の完遂

↓
□Step7　12～16℃　∞

●温度の意味
現在販売されているサーマルサイクラーでは，上部も温
度制御可能になっている．蒸発した試薬が結露して試薬濃
度が変わってしまわないよう，上部の温度は105℃程度に
設定する．Step2，3の時間は酵素に添付されているプロ
トコルに応じて適宜調整する．Step4は一般的な酵素の伸
長速度に合わせている．もし高速で伸長するもの（例えば
PrimeSTAR ® Max DNA Polymeraseは1kb/5秒程度で
伸長可能）を利用する場合は，それにしたがう．

ダウンロード

PCR
（温度条件）

＊7	 ポリメラーゼの取扱説明書にしたがう
＊8	 装置によっては「（くり返した数）＋１」がサイクル数に

なるので注意




